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邦画の興行収入と作品評価への影響要因に関する考察
兼子良久
１．はじめに
国内における映画の公開本数は、1990年代は低下するも、2000年代から再
び増加傾向にある。この背景には、邦画の公開本数の増加にあり、邦画の公
開本数は2000年が282本であったのに対して、2012年は554本と２倍近くに
なっている。また、2007年からは洋画の公開本数を邦画の公開本数が上回る
ようになった（図ｌ）。
図１．邦画と洋画の公開本数シェア
出典：日本映画産業統計（http://www・eiren､ｏｒg/toukei/data､html）
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しかしながら、国内映画産業は斜陽産業と言われて久しい。ＴＶ等、娯楽
の多様化に伴い、映画館への来場者数は1950年代後半をピークに減少を続
け、７０年代後半からその数はほぼ横ばいとなっている（図２)。また、映画
館スクリーン数は1993年から増加しつつあったが、2010年をピークに再び減
少に転じている。市場規模が頭打ちになった成熟市場における企業間競争と
同様、来場者数が伸びない状況での映画の公開本数の増加は、そのまま競争
の激化と収益の縮小に直結する。
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規模が頭打ちとなった（もしくは縮小しつつある）成熟した市場では、単
純に製品・サービスを提供するだけでは収益には結びつかないため、それが
どのような要因によって左右されるのかをよく理解しておく必要がある。映
画の収益に蒲日した定簸的研究の歴史は比較的浅く、海外では70年代後半か
ら取り組まれるようになった。国内と海外とでは、文化的背景が異なるのは
もちろん、映iIiIiの製作・配給環境も異なっており、海外における先行研究の
結果が、そのまま国内についても当てはまると考えるのは現実的ではない。
しかしながら、海外における研究とは対照的に、｜玉I内における映画産業を対
象とした研究において、定並的アプローチはほとんどなされていない。定量
的アプローチを試みている先行研究は、映画産業の収益に影響するものとし
て、テレビ・インターネットなど娯楽の普及など経済的・社会的要因を検
討している研究（eg,Cameronl986;MacMillanandSmith2001;Dewenter
andWestermann2005）と、製作予算、スクリー ン数、レイテイング、公開
時期といったミクロ的要因を検討している研究（eg.,LitmanandKohll989；
Sochayl994;Ｓｗａｍｉｅｔａ1.,1999）に大きく分類される。本研究では、後者を
フレームワークとし、分析対象を邦画に絞り、映画の興行収入に影響する要
因について検討する。さらに､作品評価に影響する要因についても検討する。
本稿の構成は以下のようになっている。まず、２節で映画の収益に影響する
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ミクロ的要因を検討している先行研究をレビューし、３節で興行収入に影響
する要因を実証的に検討する。４節では、映画レビューサイトのデータを用
い、作品評価に影響する要因を検討する。５節で本研究の限界と今後の課題
について述べる。
２．映画のパフォーマンスに関わる先行研究
映画のパフォーマンスの規定因に関する研究は、海外では70年代後半から
行われるようになり、多くの文献が存在する。先行研究において検討されてい
る要因には、映画賞（eg,Nelsoneta1.,2001)、出演俳優・女優（eg,Albert
l998)、ディレクター（e9.,Walls2005)、プロデューサー（eg,Sorensonand
Waguespack.,2006)、製作予算（e9.,PragandCasvantl994)、続編（eg.，
Hennig-Thuraueta1.,2006)、公開スクリーン数（eg.,Ｂａｓｕｒｏｙｅｔａ1.,2003)、
ジャンル（e9.,RavidandBasuroy2004)、レイテイング（eg,Sawhneyand
Eliashbergl996)、公開時期(eg,Hennig-Thurauetal・’2007)、口コミ効果(eg.，
Liu2006)、映画のレビュー(EliashbergandShuganl997)などがある。例えば、
PragandCasvant（1994）は、652作品を対象に、興行収入を従属変数として、
制作予算／作品品質（作品レビュー）／出演者／続編／映画賞／ジャンル／レ
イテイングの影響力を測定しており、制作予算／作品品質／出演者／続編／賞
については有意な影響があることを明らかにしている。また、Hennig-Thurau
etal.．（2007）は、361作品を対象に、興行収入／利益／出演者の評価／監督が
過去に制作した映画の興行収入／シリーズ前編の興行収入／製作予算／広告
予算／公開時期／メディアにおけるレビュー／賞／ユーザーレビューの構造分
析をしており、特に製作予算／公開時期／シリーズ前編の興行収入の影響が大
きいことを明らかにしている。
検討されている要因については、多くの先行研究でポジティブな効果を確
認しているものの、必ずしも全ての研究で結果が一致しているわけではな
い。例えば､映画のレイティングについて言えば､Lee(2004）はプラス効果、
CｈａｎｇａｎｄＫｉ（2005）はマイナス効果、という結果を示している。興行収
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入がどのような要因によって影響を受けるかは、各変数の定義の仕方はもち
ろん、分析対象とする国や映画の種類によって異なってくるだろう。先に述
べたように映画の収益に関わる定量的な検討は、国内ではほとんどされてい
ない。以下では、分析対象とする作品を邦画に限定し、興行収入への影響要
因を検討する。また、先行研究においては興行収入（もしくは利益）に焦点
が当てられており、作品評価に触れられることはあまりない。そこで、本研
究では作品評価を左右する要因の検討も行う。
３．興行収入への影響要因の検討
３－１．データの概要
本節では分析対象を邦画に絞り、興行収入に対する影響要因について検
討する。分析対象とするデー タに関しては、Yahoo1映画（http://movies
yahoQcojp/)、一般社団法人日本映画製作者連盟（http://www,eiren,org／
aboutus/index､html)、allcinema（http://www・allcinemanet/prog/index2．
php）の３つのサイトから取得している。分析にあたり設定した従属変数と
独立変数を表ｌに示す｡対象とする邦画は､2000年～2011年の間に公開され、
興行収入が１０億円以上であった映画とした。興行収入が１０億円以上というの
は、映画業界におけるヒットの目安とされており'、したがって、ヒット基
準を満たした映画が今回の分析対象となる。興行収入を１０億円以上に限定し
ているのには、１０億円以下の映画については、具体的な興行収入が公開され
ておらず、データが取得困難という理由もある。しかしながら、興行収入に
は公開スクリーン数の影響も大きいため、全国規模で公開された作品に限定
されることで、スクリーン数の影響を少なくすることが出来る。対象とする
映画に関しては、一般社団法人日本映画製作者連盟の分類に従い、１２月公開
で公開時期が年を跨いだ映画は、公開時期を次年としてカウントしている。
そのため、分析対象とする映画には、厳密には1999年12月に公開された映画
が含まれている。同様に、2011年１２月公開の映画については対象には含んで
いない。また、興行収入の上位作品にはアニメーション映画も含まれるが、
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アニメーションは対象から外すことにした。結果、これらの条件に該当する
映画は204件となった。
分析にあたっては、独立変数をダミー変数化し、数量化理論Ｉ類を適用す
ることで興行収入に対する各変数の影響力を測定する。独立変数には、表ｌ
に示している通り『ジャンル』「原作の有無』「テレビドラマⅢシリーズ」『上
映時間」「レイティング』『ターゲット」『公開時期」「主演俳優／女優の露出
度」「作品評価」を使う。「ジャンル」に関しては、複数のジャンルを跨いで
いるケースもあるし、ジャンル間の線引きも厳密なものはなく、厳密な分類
は困難である。そのため、本稿では、映画レビューサイトのジャンル分類を
基準に分類している。また、『シリーズ」に関しては、続編に加えてリメイ
ク作品も含めている。『ターケット」は、その映画が誰を対象にしているか
というものであるが、その点に関するデータの取得は難しい。「レイテイン
グ」が１つの判断基準にはなるが、中・高年向けをターケットとしていると
考えられる映画でも、レイティングがない場合の方が多く、レイテイングを
ターゲットの代理変数とすることは十分ではない。そのため、ターケットに
関しては、比較的、映画に関与が高い複数人へのインタビューを行い、その
内容をもとに分類を行った。「主演俳優／女優の露出度」とは、どの程度人
気のある俳優・女優が出演しているかについての変数であり、映画公開年を
含めた過去３年間の主演俳優と女優の映画・ＴＶドラマ出演本数を合計する
ことでカテゴリを作成した。「作品評価』に関しては、Yahoo1映画の総合評
価の平均を利用した。
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表１．従属変数と独立変数の測定内容
従属変数
興行収入
独立変数
ジャンル
原作の有無
テレビドラマ
シリーズ
上映時間
レイテイング
ターゲット
測定内容
2000年～2011年の間に公開された、邦画の興
行収入(興行収入１０億円以上に限定。アニメー
ションは除く）
測定内容
映画ジャンル
(ＳＦ／アクション／コメディ／サスペンス／ドラマ／
ファンタジー･ホラー／ロマンス／時代劇）
原作の有無（小説・マンガ含む）
テレビドラマの映画化
続編（リメイク含む）
～90分／～120分/121分以上
｢PGl2」「Rl5＋」「Rl8」はレイテイングあり
子供（～小学生）若年（～20代）
中／商年（30代以上）
ソース
一般社団法人
日本映画製作者連盟
ソース
Yahoo1映画／
allcinema
alIcinem2
allcinema
zllIcinema
a1ldnema
allcinema
一般社団法人
公'淵時卿純荊灘輔日本峡画製作者達蝿，
allcinema
i‘圭繍,肱灘鶏繍協理懸鱒繊｡。,lcinemo
作品評価低（ｌ～２点台）中（３点台）高（４点台）Yahoo1映画
allcinema
ﾚｲﾃｲﾝク製
表２．数量化理論Ｉ類の結果（従属変数：興行収入）
-5.11
0.49
アイテム カテゴリ カテゴリスコア偏相関レンジ
0.0855.604
ＳＦ
アクション
コメデイ
サスペンス
ドラマ
ファンタジー・ホラー
ロマンス
時代劇
????????????????
????????
??
ジャンル 0.24017.262
-4.08
2.17
-3.57
あり
なし
-0.64
１．６２
原作 0.0562.266
0.1496.251
ﾃﾚビドﾗﾏ源;マ
5.52
-4.02
0.2459.545
???
シリーズ
シリーズ
非シリーズ
5.29
-2.53
0.1907.817
主演俳優・
女優の露出度
～90分
～120分
121分以上
-16.06
-4.98
６．０７
上映時間 0.361２２１２３
0．１０４4.541
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３－２．分析結果
興行収入を従属変数とした分析の結果を表２に示す。
24.77
※調整済みＲ２：0.2625
定数項
低年
若年
中・高年
3.144
ターゲット
0.082
????
作品評価
2.01
0.80
2.53
0.1525.952
???
1.95
1.19
1.31
2.34
2.93
2.40
3.02
公開時期
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レンジは、『上映時間（22.123)」『ジャンル（17.262)」『テレビドラマ
(9.545)』「シリー ズ（7.817)」の順番となっている。「上映時間』のカテゴリ
スコアは、「～90分」「～120分」でマイナスの値となり、「121分以上」でプ
ラスの値となった。これは、上映時間が長い作品ほど制作費をかけた大作の
傾向があり、話題性に加え、プロモーションが積極的に行われることが背景
の1つにあると考えられる。『ジャンル」に関しては、「アクション」のカテ
ゴリスコアが最も大きくなった。『ＴＶドラマ』『シリーズ』については、そ
れぞれ、テレビドラマの映画化、リメイクを含む続編でプラスの値となって
おり、ある程度、事前に映画の質が予測できるものが、興行収入は良かった
ことが伺える。一方、相対的にレンジは低くなっているが、『主演俳優・女
優の露出度」に関して、露出度が小さくなるほどカテゴリスコアが高くなっ
ている点は興味深い。出演者の露出度が多い場合には、出演者に対して飽き
が生じるのかもしれない。また、「作品評価』のレンジについても、他のア
イテムと比較すると小さくなっている。したがって、映画そのものの質は、
必ずしも興行収入には結びついていないことがわかる。興行収入と、カテゴ
リ化前の作品評価の相関係数は0.0146となっており（表３)、ほとんど関連
‘性が見られない。興行収入に関しては、マーケティング戦術変数が大きく作
用すると言えよう。
表３．興行収入と映画
単相関
興行収入作品評価
興行収入
作品評価
1.0000 0.0146
1.0000
無相関の検定
興行収入
作品評価
興行収入作品評価
0.8358
４．作品評価への影響要因の検討
４－１．データの概要
先述のように、興行収入と作品評価には、ほとんど関連′性が見られない。
しかしながら、作品の評価は、提供する商品そのものの評価であるから、重
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要であることに違いはない。仮に映画公開時の興行収入に影響がなくても、
映画公開後のＤＶＤ化など他メディアの売上げや、次回製作される作品の興
行収入に影響するだろう。本節では、前節で分析対象となった作品を対象と
し、作品評価への影響要因について検討する。分析対象とするデータは、映
画レビュー サイトであるYahoo1映画（http://moviesyahoo,ＣＯ.jp/）から取
得している。Yahoo1映画では、レビュアーは各映画に対して、（１）評価コ
メント（２）総合評価※５点満点（３）項目評価（物語／配役／演出／映
像音楽）※５点満点（４）映画のイメージ（かっこいい／かわいい／ゴー
ジャス／コミカル／スペクタクル／セクシー／パニック／ファンタジー／ロ
マンチック／楽しい／泣ける／恐怖／笑える／切ない／絶望的／知的／悲し
い／不気味／不思議／勇敢）※複数選択を記載している。本節ではまず、
レビュアーが回答している映画のイメージを利用し、どのような要素が作品
評価を高めるのかについて検討する。次いで、項目評価を利用し、作品評価
をする際に重視される項目を明らかにする。
４－２．好まれる要素の検討
Yahoo1映画では、レビュアーは評価した映画イメージを複数選択で回答
しており、映画ごとに集計結果が表示されるようになっている。まず、これ
らのイメージを因子分析によって集約する。得られる結果は集計ベースであ
り、個人単位の回答結果についてはわからない。また、映画ごとにレビュー
の数は異なっている。そのため、映画ごとに、各イメージの回答数をレビュ
アー数で割ることで比率形式にし、その値に対して因子分析を施すことにし
た。因子分析を行った結果（主因子法・バリマックス回転)、共通'性が0.4以
下のイメージ項目は６項目あった。そのため、それらの項目を削除した後、
再度因子分析を行った。結果の詳細を表４に示す。因子分析の結果、固有値
が１以上の因子は５因子であった。第１因子に関しては「笑える｣｢コミカル」
｢楽しい」の因子負荷量が大きくなっており「笑い要素」と名づけた。同様
に、第２因子に関しては「切ない」「悲しい」「泣ける」の因子負荷量が大き
0.155
表４．因子分析の結果
0.149
第１因子
(笑い要素）
第２因子
(泣き要素）
第３因子
(恐怖要素）
第４因子
(興奮要素）
第５因子
(非日常要素）
変数名
次いで、作品の総合評価（５段階）を従属変数、各要素の因子得点を独立
変数として回帰分析を行った。結果を表５に示す。
笑える
コミカル
楽しい
切ない
悲しい
泣ける
恐怖
不気味
パニック
勇敢
かつこいい
スペクタクル
不思議
ファンタジー
0.917
0.914
0.888
0.836
0.805
0.720
0.882
0.808
0.599
0.825
0.776
0.574
0.794
0.782
0.248
0.383
-0.033
0.244
-0.026
3.376
寄与率 0.203
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<なっており『泣き要素｣、第３因子に関しては「恐怖」「不気味」「パニッ
ク」の因子負荷量が大きくなっており『恐怖要素｣、第４因子に関しては「勇
敢」「かっこいい」「スペクタクル」の因子負荷量が大きくなっており『興奮
要素｣、第５因子に関しては「ファンタジー」「不思議」の因子負荷量が大き
くなっており『非日常要素」と名づけた。
??????
0.134 0.102
57.382
126.623
0.929
48.722
0.517
11458.818
表５．回帰分析の結果
変数卿劇傭係数標祁談譲鯛縦数『値『値，値判定
7.575
11.253
-0.964
6.980
-0.719
107.046
笑い要素
泣き要素
恐怖要素
興奮要素
非日常要素
定数項
???????
??????0.033
0.034
0.034
0035
0.036
0032
●●
な●
●●
●●
調整済みＲ２：0.5075
翼い昼鼠
図３．笑い要素×典蒋要素
図４．泣き要素×典燕要素
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笑い要素・泣き要素・興禰要素が１％水準で有意となった。回帰分析の結
果は、映画に笑い要素・泣き要素・興奮要素が含まれているほど、評価は高
まることを意味している。また、標準偏回帰係数が最も大きかったのは泣き
要素であった。有意となった３要素の各作品の因子得点と偏回帰係数を配置
した散布図を図３（笑い要素×興奮要素）・図４（泣き要素×興奮要素）に
示す。散布図上の直線は、偏回帰係数から作成した理想ベクトルであり、直
線に近い位世付けの映画ほど好ましい評価を得られやすいことを意味する。
????
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次に、レビュアーが回答したイメージを基に映画をグループ化し、各映画
群の作品評価を比較する。まず、因子得点を用いてクラスター分析を施し、
６つのクラスターを作成した（表６)。
表６．各クラスターの因子得点平均
クラスターNbL 映画数
第１因子
(笑い要素）
第２因子
(泣き要素）
第３因子
(恐怖要素）
第４因子
(興奮要素）
第５因子
(非日常要素）
クラスタ－１ 2４ -0.373 -0.357 3３ 0.028 -0.127
クラスタ－２ 4８ -０ 393 -０ 194 -0258 1.043 -0.141
クラスタ－３ 3１ -０ 442 －０ 637 -0.514 -0.473 -0.253
クラスタ－４ 4３ １487 -０ 246 -0.221 -0.253 -0.293
クラスタ－５ 2２ -０ 040 ０059 -0.016 -0.215 1.995
クラスタ－６ 3６ -0.599 １304 -0.295 -0.570 -0.378
各クラスターの特徴を表７に示す。「原作」「ＴＶドラマ」「シリーズ」「レ
イティング」「上映時間」「ターゲット」「主演俳優・女優の露出度」の値
の単位は％である。キーワードの重要度は各映画に対する自由記述式のレ
ビューから作成しており、重要度の高いキーワード順に並んでいる。自由記
述の分析にはテキストマイニングソフトであるトレンドサーチ（富士通ソフ
トウェアテクノロジーズ）を利用した。キーワードの重要度は、各キーワー
ド出現頻度に対して、そのキーワードを含む関連テキスト数を考慮に入れた
値となる。多くの文章に共通して含まれるような散らばりの少ないキーワー
ドは、出現頻度が多くても重要度が低くなるように計算されている。
クラスターｌは､恐怖要素が強い映画群である。「バトル・ロワイアル｣｢呪
怨２」など、刺激の強い映画が集まっている。シリーズ物が多く、他の映画
群と比較するとレイテイングの比率が高くなっている点に特徴がある。クラ
スタ－２は、「かっこいい」「ハリウッド」といったワードが上位になってい
るように、興奮要素が強く、「海猿」「アマルフイ」などアクション映画が中
心となっている映画群である。クラスタ－４は、笑い要素が強い映画群であ
り、他グループと比較して、若年ターゲットの映画が多いのが特徴である。
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クラスタ－５は、非日常要素が強い映画群であり、ファンタジー色の強い映
画が中心。キーワードとして「愛」「家族」といったワードが上位に位置し
ていることから推測されるように、やや「泣き要素」も含まれている。クラ
スタ－６は泣き要素が強い映画群であり、他グループと比較すると、中・高
年をターゲットとした映画が多いのが特徴である。また、上映時間が長い映
画が多い。クラスタ－３は、どの項目も当てはまらず、レビユアーにとって
も特徴を評価しにくい映画群であると言える。キーワードとして、「ひどい」
｢つまらない」といったワードが上位に来ており、レピュアーの評価がそれ
ほど高くない映画群であることがわかる。
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表７．各クラスターの特徴
因子
主な作品
原作
ＴＶドラマ
シリーズ
レイティング
上映時間
ターゲッ 卜
ＣＬＳｌ
恐怖要素
興奮要素
バトル・ロワイアル
感染列島
呪怨２
蒜信アリ２
ドラゴンヘッド
短：１２．５
中：３３．３
農：５４．２
79.2
29.2
66.7
25.0
低年：１２５
若年：７９．２
中・衛年：８３
主演俳優．少
女鵬の鯛'波；
：１６．７
:４５．８
:３７．５
キーワード
亜要度
恐い（0.665）
面白い（0.663）
楽しい（0.661）
ファン（0.641）
マンガ（0.625）
キャスティング（0.619）
原作（0.616）
違和感（0.615）
感動（0.613）
うまい（0.605）
キャスト（0.604）
セリフ（0.601）
顔（0.598）
音楽（0.598）
キャラクター （0.597）
グロい（0.594）
恐怖（0.571）
観客（0.558）
言葉（0.553）
テー マ（0.552）
CLS２ CLS３
興奮要素 特徴なし
ＴＨＥＬＡＳＴＭＥＳＳＡＧＥ
容疑者室井慎次
海猿
アマルフィ女神の報酬ＮＩＮ×ＮＩＮ忍者ハツトリ<ん
ＴＨＥＭＯＶＩＥ
ＳＰＡＣＥＢＡＴＴＬＥＳＨＩＰ
少林少女
ヤマト
ホワイトアウト戦国自衛隊１５４９
亡国のイージス恋空
短：２５．０
中：２０．８
長：５４．２
81.3
50.0
58.3
6.3
低年：２５．０
若年：４５．８
中・高年：２９．２
少：３５．４
中：４１．７
多：２２．９
カッコいい（1230）
ハリウッド（1.158）
違和感（1.116）
キャラクター （１．１１０）
面白い（1.105）
脚本（1.070）
恰好良い（1.054）
楽しい（1.046）
テー マ（1.043）
音楽（1.027）
感想（1.011）
画面（1.008）
愛（１．００４）
アニメ（0.999）
セリフ（0998）
原作（0.988）
家族（0.983）
気持ち（0.979）
うまい（0.975）
キャスティング（0.960）
短：３２
中：４１．９
長：５４．８
71.0
48.4
35.5
6.5
低年：１２．９
若年：７１．０
中・高年：１６．１
少：２２．６
中：３２．３
多：４５．２
面白い（0.792）
セリフ（0.777）
ひどい（0.767）
キャラクター （0.761）
うまい（0.760）
つまらない（0.756）
観客（0.742）
愛（0.734）
キャスティング（0.729）
楽しい（0720）
テンポ（0.713）
テー マ（0.705）
恰好良い（0.705）
脚本（0.703）
アニメ（0.699）
マンガ（0.699）
家族（0.696）
音楽（0.695）
感想（0.694）
過去（0.680）
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CLS４
笑い要素
ＴＨＥ有頂天ホテル
スペーストラベラーズ
トリック劇場版
ヤッターマン
踊る大捜査線
TＨＥＭＯＶＩＥ２
短：０．０
中：５１２
長：４８．８
51.2
44.2
30.2
7.0
低年：２．３
若年：８６．０
中・高年：１１．６
少：３０．２
中：１８．６
多：５１．２
CLS５
ファンタジー要素
泣き要素
黄泉がえり
ＢＡＬＬＡＤ
名もなき恋のうた
いま、会いにゆきます
僕と饗の1778の物語
陰陽師
短：４５
中：６３６
長：３１８
63,6
36.4
27.3
9.1
低年：２２．７
若年：４５．５
中・向年：３１．８
少：５４．５
中：３１．８
多：13.6
ワー ルド（1.119）愛（0.705）
コメディ（1.029）家族（0.644）
キャラクター （1.009）感想（0.605）
セリフ（0.983）音楽（0.584）
ギャグ（0.960）テーマ（0.576）
感動（0.956）気持ち（0.569）
感想（0.948）キヤラ（0.563）
気持ち（0.947）アニメ（0.563）
劇場（0.946）ドラマ（0.561）
音楽（0945）面白い（0.561）
キャスティング（0.941）楽しい（0.559）
観客（0.938）泣く（0.549）
脚本（0.931）うまい（0.538）
ネタ（0.921）ファンタジー（0.535）
ツボ（0.903）原作（0.533）
テレビドラマ（0.899）劇場（0.524）
メンバー（0.898）脚本（0.522）
映像（0.897）顔（0.520）
カッコいい（0.894）衣装（0.516）
エピソー ド（0.894）凄い（0.513）
CLS６
泣き要素
解夏
半落ち
私は貝になりたい
明日の記憶
冷静と情熱のあいだ
短：０．０
中：３０．６
長：６９．４
83.3
36.1
2.8
5.6
低年：０．０
若年：５２．８
中・高年：４７．２
少：３６．１
中：２５．０
多：３８．９
泣く（1090）
感想（0.919）
現実（0892）
幸わせ（0.881）
素晴らしい（0.871）
フアン（0.853）
脚本（0.852）
歌（0.848）
うまい（0.845）
キャスティング（0.843）
感情（0.835）
キャスト（0.832）
セリフ（0.832）
違和感（0.831）
胸（0.829）
曲（0821）
過去（0.817）
感情移入（0.786）
愛情（0.776）
暗い（0774）
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各クラスターの作品評価と興行収入を比較する。作品評価に関しては、ク
ラスターを構成する映画群の中で、作品評価の中央値（3.4）以上の映画が
含まれている比率（評価率)、同じく興行収入に関しては、中央値（18.3）
以上の映画が含まれている比率（収入率）を算出した。図５に、評価率と
収入率から見た各クラスターの位置づけを示す。興奮要素の強い映画群
(CLS2)、笑い要素の強い映画群（CLS4)、泣き要素の強い映画群（CLS6）
は評価率も収入率も比較的高く、近い位置づけにある。相対的に考えた場合、
興奮要素・笑い要素・泣き要素の３要素の強い映画は、作品評価に加え、興
行的にも成功を収める確率が高いと言える。
図５．各クラスターの位置づけ
ｎ－ａｎ－ａｚＤ－ｑｑ回_昼⑰ｕｑＥ
４－３．作品評価時の重視点
レビュアーは、各映画に対して総合評価と項目評価（物語／配役／演出／
映像／音楽）を５点満点で回答している。総合評価を従属変数とし、項目評
価を独立変数とした回帰分析によって、標準偏回帰係数が大きい項目ほどレ
ビュアーにとって重要性の高い項目と解釈することが出来る。前節で作成し
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たクラスターごとに、総合評価を従属変数とし、項目評価を独立変数とする
回帰分析を行った。回帰分析の結果を表８～表13に示す。
恐怖要素の強い映画群（CLS1）は、「物語（p<0.05)」「演出（p<0.05)」「音
楽（p<0.01)」が有意となった。最も標準偏回帰係数が大きいのは音楽であ
り、音楽が作品評価に強く関わっているのが、他の映画群と比較した大き
な特徴である。興奮要素が強い映画群（CLS2）は、「物語（p<0.01)」「演出
(p<0.01)」「映像（P<0.05)」が有意となっており、演出の標準偏回帰係数が
突出して大きい。また、各映画群の中で、唯一映像が有意となっている点が
特徴である。特徴が弱い映画群(CLS3）は、「物語(p<0.01)｣｢配役(p<0.01)」
｢演出（p<0.01)」が有意となっており、「物語」「演出」に加え、「配役」も
また低評価の要因になっているようである。笑い要素が強い映画群（CLS4）
は、「物語（p<0.01)」｢演出（p<0.01)」「音楽（p<0.05)」が有意となっており、
物語の標準偏回帰係数が最も大きい。非日常要素が強い映画群（CLS5）は、
｢物語（p<0.05)」のみが有意となっている。泣き要素が強い映画群（CLS6）
は、「物語（p<0.01)」「配役（p<0.05)」「演出（p<0.01)」「音楽（p<0.05)」
が有意となっており、演出の標準偏回帰係数が最も大きい。
表８．ＣＬＳｌ
変数偏回帰係数標準誤差偏繍数『値（職’値測定
物語
配役
演出
映像
音楽
定数項
0.279
0.022
０２６１
０．１６８
0.384
-0.385
調整済みＲ２：09861
0.099
0.074
0.094
0.115
0.099
0.139
0.276
0.017
0.264
0.154
0.310
7.884
0.084
7.692
2.121
15.083
7.675
2.808
0.290
2.773
1.456
3.884
-2.770
0.012
0.775
0.013
0.163
0.001
0.013
●
●
●●
●
36.711
23.122
13.639
0.087
0.120
6.987
９２鹿児島経済論集第55巻第１－４合併号（2015年２月）
表９．CLS２
変数傭回帰係数標準誤筆隠総数『値１値？値判定
6.059
4.809
3.693
0.295
0.347
-2.643
?????》
0.331
0.018
0.586
０．１１９
－０．０５０
0.067
0.061
0.042
0.093
0.044
0.058
0.１２４
0.342
0.016
0.594
0.102
-0.039
28.927
0.191
39.663
７．１４４
0.739
0.293
５３７８
0.437
6.298
2.673
-0.860
0.541
?????????????●●
●●
●
調整済みＲ２：0.9835
調整済みＲ２：0.9843
表１０．CLS３
表１１．CLS４
変数鴫回帰係数標準誤震繍総職『値『値，値判定
調整済みＲ２：0.9646
?????》
0.414
0.225
0.363
0.027
0.024
-0.242
??????????、??
0.444
0.223
0328
0.024
0.022
変数編回帰係数標雛誤謹編総数『値［値，値判定
●●
???、??? ???????●●
●●
●●
●
?????》
0.366
0.084
0.351
0.124
0.110
-0.077
●
0.048
0.083
0.104
0.063
0.048
0.１６８
●●
7.697
1.006
3.386
1.974
2.267
-0.461
59.247
1.013
11.466
3.897
5.138
0.213
0.413
0.066
0.344
0.133
0.124
?????????????
表１３．CLS６
表１２．CLS５
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変数偏回総係数標準誤霞偏総数『値（仙’値測定
回帰分析の結果を表14にまとめる。１％水準で有意だったものは◎、５％
水準で有意だったものは○、非有意のものは－としている。評価・興行収入
ともに成功している興奮要素・笑い要素・泣き要素の３要素の強い映画は、
｢物語」「演出」が評価ポイントとなっている点で共通している。
?????》
0.620
0.221
0.375
0.056
-0.192
-0.333
0.140
0.114
0.227
0.138
0.162
0.281
0.582
0.182
0.366
0.049
-0.161
'9.77
3.748
2.722
0.163
1.420
1.401
4.446
1.936
1.650
0.404
-1.192
-1.184
0.000
0.071
0.118
0.691
0.251
0.254
●●
0.070
0.072
0.129
0.079
0.050
0.206
調整済みＲ２：0.9641
調整済みＲ２：09710
0.317
0.160
0.441
0.059
0.１１０
変数偏回蹄係数繍瀧誤驚鳴総数『値‘縦？値判定
19.663
6.839
13.796
1.003
6.911
10.838
?????》
0.309
0.189
0.479
0.080
0.131
-0.677
●●
申
申申
0.000
0.014
0.001
0.325
0013
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表１４．回帰分析の要約
○◎
。?
○
○
５．まとめ
本稿では、邦画の興行収入と作品評価への影響要因を検討した。興行収入
に影響力が強いのは、「上映時間｣『ジャンル｣｢テレビドラマ』｢シリーズ」であっ
た。興行収入は上映時間が長い作品ほど興行収入が高くなっていた。また、
事前に映画の質が予測できるような、テレビドラマの映画化、リメイクを含む
続編で興行収入が高くなっている｡一方、作品評価に関しては、作品中の興
奮要素・笑い要素・泣き要素が、作品評価を高めること、特に泣き要素の重
要性が高いことを示した。また、クラスター分析の結果、興奮要素・笑い要
素・泣き要素の強い作品は、興行的にも評価的にも高い傾向が見られた。ま
た、作品評価時の重視点については、作品が持つ要素によって違いが見られ
た。特に評価・興行収入ともに成功している興奮要素・笑い要素・泣き要素
の強い作品は、「物語」と「演出」が評価ポイントとなっている点で共通して
いた。最後に本研究の限界について述べておきたい。まず、分析対象は10億
円上の興行収入を上げた作品に絞っている。１０億円未満の作品を対象に含め
た場合には、結果が異なってくる可能性も考えられ得る。そのため、対象を
広げた分析が今後必要であろう。また、興行収入に対する影響要因について
は、データ取得の制約上、制作予算・スクリーン数など先行研究で挙げられ
ている項目全てを検討できていない。最後に、作品評価に関しては、レビュー
サイトを利用しているため、個人属性は考慮されていない。性別や年代でも
好みは大きく変わるため、属‘性を踏まえた分析も必要とされるだろう。
兼子良久：邦画の興行収入と作品評価への影響要因に関する考察９５
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